
技術分類

技術名称 災害査定申請支援ツール Photog-CAD 担当部署 システムエンジニアリング部

NETIS登録番号 担当者 満田　広司

社名等 （一財）日本建設情報総合センター 電話番号 03-3505-2924

技術の概要

３．技術の効果

1）災害現場で現地に入りにくい箇所の測量が可能
2）3次元モデルの作成が容易
3）従来のポール横断測量に比べ、現地作業員と現場作業時間を半減できる
4）写真貼付作業、図面作成作業をパソコンで一貫して行えるので、査定設計書作成時間もポール
横断測量に比べ半減できる

４．技術の適用範囲

1）災害復旧事業において、被災箇所での復旧に必要な現地測量と査定設計書の作成
2）写真測量技術等に関する教育ツール（Photog-CAD高校パッケージ（実績：2校））
3）3次元データ（TINモデル）の出力機能による３Ｄ-ＣＡＤでの利用
　また、新たな活用場所として以下の場面が考えられます。
4)設計・施工前の現地測量(横断図）の作成ツール
5）施工現場での盛土・残土等の土量検収や出来高管理
6）堰堤、灌漑用水工事での出来形管理
7）土地区画整理・土地改良工事での出来形管理
8）堤防や構造物の経年変化記録、維持補修計画等
9）鉄筋ピッチの計測

２．技術の内容

５．活用実績

　平成29年12月に「Photog-CADフリーソフト」をリリースしました。
　「Photog-CADフリーソフト」は、日本国内でダウンロードし、国内で利用することを条件にどなたで
も使用することができます。月に約150本、ダウンロードされています。

安全・防災　　維持管理　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　災害復旧事業は、二次災害の防止や地域活動の早期復旧等の観点から、迅速かつ効率的に進
めることが求められています。
　災害復旧を迅速に行うには、現地測量等を行う技術者の負担軽減が重要と考え、査定設計書ま
での作業の効率化を目的に災害復旧効率化支援システム（Photog-CAD（フォトジーキャド））を開
発しました。
　国土交通省水管理・国土保全局防災課からは、平成24年10月22日付で「災害査定において
Photog-CADを用いて差し支えない」旨の事務連絡が各都道府県等に発出されました。また、「平成
26年～平成30年の災害手帳（発行：（一社）全日本建設技術協会）」には、「Photog-CADを活用す
ることにより、ポール縦横断写真の撮影が大幅に簡素化できる場合もあるため活用を検討するこ
と」と記載されています。
　JACICは、平成25年4月にPhotog-CADを商標登録し、Photog-CADの普及活動を行っています。
　更に、平成29年12月に「Photog-CADフリーソフト」を公開し、更なる利用拡大を目指しています。

　デジタルカメラを用いた写真測量技術により、三次元（TIN）モデルを作成するとともにPhotog-
CADに内蔵されている汎用2次元CADで復旧工の設計を行います。更に、災害総合単価を用いた
積算と査定設計書を作成できます。
　復旧工図等は、データ形式（SXF・DXF等）での出力機能により他のCADに引き渡すことができま
す。デジタルカメラによる写真測量であるため、離れた位置からの撮影により立入困難な場所でも
安全に作業ができ、かつ従来のポール横断測量に比べ省力化を図ることができます。さらに、本ソ
フトを利用することで、災害査定設計書の編集と再設計が容易になり、電子的な情報共有を促進す
ることができます。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

システム導入によるメリット

Photog-CADによる効率化
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